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研究成果の概要（和文）：トラウマとジェンダーの相互作用を、(1)精神病理的側面から、(2)犯罪行為や逸脱現象の側
面から、(3)文化創造的な側面から探り、明らかにした。
(1)では複雑性PTSDの分析を行った。性被害に関するシンポジウムの開催、ハンドブックの翻訳・出版を行った。(2)で
は薬物依存女性のトラウマ被害の影響について論文にまとめた。加害者更生プログラムや修復的司法プログラムについ
て分析を行った。(3)ではメディア発信・アート表象に関するワークショップを開催した。(1)～(3)を統合し、トラウ
マの入門書を執筆・出版した。東日本大震災の発生に伴い、そのトラウマについてもジェンダー視点からの研究を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：Interaction of trauma and gender was analyzed from three dimensions; 1)psychopatho
logy, 2)deviation and crimes and 3)cultural creativity. On the first dimension, concepts of complex PTSD a
nd dissociation were scrutinized, symposium on sexual violence was held and an American handbook for mothe
rs of sexual abuse victims was translated and published in Japanese. On the second dimension, a paper was 
published on experience of violence and abuse and their impact on women with drug addiction. Crime offende
rs programs and restorative justice programs were reviewed and analyzed. On the third dimension, workshops
 were held on social media projects and art expressions. As an integration of these three dimensions, an i
ntroductory book for general public was published on trauma. In addition, after the unexpected East Japan 
Great Earthquake on 2011, its traumatic aspects were analyzed from gender point of view.
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１．研究開始当初の背景 
 性暴力やドメスティック・バイオレンス
(以下 DV) など、ジェンダーやセクシュアリ
ティに基づく暴力については、「女性に対す
る暴力」として 1970 年代頃から国連レベル
でも問題化され、実態調査や被害者支援など
の施策が講じられるようになってきた。日本
でも 2001 年より DV防止法が施行されるなど
徐々に取り組みが進みつつある。これらの暴
力、特に成長過程の早期からの暴力や、親密
な関係の中で長期間続く暴力によるトラウ
マは、被害者の心身に深刻かつ様々な症状を
もたらすのみならず、対処行動や生活様式を
も変化させ、被害者のその後のジェンダーや
セクシュアリティにも影響を与えることが
諸外国の研究から明らかになっている。しか
し、日本の精神医学においてトラウマ研究の
歴史は浅く、ジェンダーの視点も非常に乏し
かった。一方、ジェンダー研究における、ト
ラウマのジェンダー理論への組み入れも本
格的になされていなかったため、トラウマと
ジェンダーの相互作用に関する総合的な研
究調査が必要であった。 
 
２．研究の目的 
(1) トラウマとジェンダーの相互作用を、精
神病理的側面から明らかにすること。長期の
トラウマの影響を包括する「複雑性 PTSD」と
「Developmental Trauma Disorder」につい
て分析すること。 
 
(2) トラウマとジェンダーの相互作用を、犯
罪行為や逸脱現象の側面から明らかにする
こと。とくに、トラウマの長期的な影響やジ
ェンダーとの潜在化された相互作用を、非
行・犯罪、逸脱行為や、対人関係トラブルや
親密圏の暴力から分析すること。 
 
(3) トラウマとジェンダーの相互作用を、当
事者の自助グループやメディア発信・アート
表象など文化創造的な側面から明らかにす
ること。当事者の研究や活動から自己回復や
創造性に向かう流れについて分析すること。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者、研究分担者、連携研究者、臨
床系の研究協力者、犯罪・矯正系及び当事者
運動に関わる研究協力者、海外研究協力者ら
と共同研究を行った。臨床事例研究、文献研
究、関連機関視察やフィールドワークを行い、
共同研究会議を開いた。内容は下記の通り。 
 
(1) ジェンダーやセクシュアリティに基づ
く被害を受けた女性はもちろんのこと、男性
被害者、特に性的虐待を受けた男性(男児)の
臨床事例や文献研究を詳細に検討し、女性被
害者と比較した。研究期間中における東日本
大震災の発災を受け、災害のトラウマの蓄積
とジェンダーについても調査分析を追加し
た。 

 
(2) 女性の薬物依存症者に焦点を当て、依存
の背景や処罰・更生保護の状況もみながら、
男性の依存症者との相違を探った。中でも、
性的虐待や更なる性的搾取の経験、売春など
性的「逸脱」行為との関連等を探り、発達の
視点から捉え直すと共に、ジェンダーやセク
シュアリティ規範の再生産とかく乱の可能
性について考察した。 
 
(3) DVや性暴力被害者や薬物依存症者の自助
グループや当事者研究、インターネットによ
る当事者間のコミュニケーションの場の創
成や情報発信、アート表象やパフォーマンス
に関して、ジェンダーとの相互作用を分析し
た。被害者の回復プログラムや加害者更生プ
ログラムにおけるアートやパフォーマンス
の役割もジェンダーの視点から分析した。レ
ジリエンシーやポスト・トラウマティック・
グロースの議論も参考にした。 
 
４．研究成果 
(1) 精神病理的側面から分析したトラウマ
とジェンダーの相互作用について、下記のよ
うな成果が得られた。 
 
①長期のトラウマを受けてきた臨床事例や、
フランク・パトナムの文献研究、最新の脳画
像分析等について共同研究会を行い、「複雑
性 PTSD」と「Developmental Trauma Disorder」、
中でも発達過程でのアタッチメントの問題
と解離症状、自己感情調整の関連を、連携研
究者らとともに分析した。トラウマやジェン
ダーといった分野のみならず、日本の小児発
達学、発達障害研究の発展という点において
も重要な示唆が得られた。 
 
②性暴力被害に関する講演会やシンポジウ
ムの開催によって、社会に向けて議論を開い
た。潜在化しがちであり、日本ではまだ研究
の蓄積の浅い性被害についての啓発の機会
となった。また、性的虐待を受けた子どもの
母親向けの、米国の性被害対応ハンドブック
を翻訳・出版した。母親を支援し対処の指針
を示す数少ない実践の書として、支援現場に
普及しつつある。海外研究協力者を招聘し、
共同研究会を行い、分析や研究の成果を論文
として発表した。 
 
(2) 犯罪行為や逸脱現象の側面から分析し
たトラウマとジェンダーの相互作用につい
て、下記のような成果が得られた。 
 
①薬物依存女性のトラウマ被害の影響を分
析し、違法な自己破壊的行為へ至る道筋、再
演としての親密圏の暴力、スティグマ化がも
たらす悪循環等、トラウマやジェンダーの潜
在化された相互作用を分析した。分析につい
て論文にまとめた。 
 



②DV、ストーカー事件、痴漢事件、児童ポル
ノ等の女性（女児）への暴力について、社会
的に重要な事例を取り上げつつ、ジェンダー
と法の視点から分析を行った。分析によって
得られた知見を論文として発表した他、学会
発表等においても「女性化された」刑事司法
のあり方について提言を行った。 
 
③米国ツーソンとアルバカーキの受刑者更
生施設アミティおよび刑務所を視察し、治療
共同体での更生プログラムや修復的司法プ
ログラムがもつ自己回復への効果を、従来の
ものと比較した。特に家族への影響、DVや性
暴力の被害／加害などとの関係、世代を超え
た影響について分析した。「被害者も加害者
も変われる社会へ」という裁判員制度に関す
るパネルディスカッションを行った。国際犯
罪学会において犯罪と女性のトラウマに関
する研究発表を行なった。 
 
(3) 文化創造的側面から分析したトラウマ
とジェンダーの相互作用について、下記のよ
うな成果が得られた。 
 
①薬物依存女性の自助グループ・ダルク女性
ハウスとの共同プロジェクトとして、「詩の
ワークショップ：もう一つの声」や体験アー
ト展「握れないけど触れたとき」を、また UCLA
教授スーザン・メーソン氏によるジェンダー
的トラウマを受けた人のための演劇アート
ワークショップ「コミュニティの創成」を行
い、トラウマが自己回復や創造性に向かう流
れを実践・分析した。 
 
②表現プロジェクトを行い、DV や性暴力など
のトラウマ被害者やその子どもたちが自己
回復や創造性に向かう流れを実践・分析した。
また国際シンポジウム「つながるための<し
かけ>をいかに作るか？－協働的表現におけ
る対話・身体・場をめぐって」に参加協力し
た。 
 
③「トラウマを耕す」というテーマについて
考察し、特に、語られないトラウマがアート
や文学などを通してどのように表象される
のかについて、いくつかの事例をもとに分析
した。 
 
(4)上記(1)〜(3) を統合し、下記のような成
果が得られた。 
 
①トラウマを生物学的・心理的・社会的に捉
え、ジェンダーの視点を包括的に取り入れた
入門書『トラウマ』を執筆・出版した。様々
な要因と複雑に絡み合い、本人や周囲にも長
期に影響を及ぼすトラウマのその背景や実
際、向き合い方、治療法、社会や文化との関
わりなどについて具体的に解説し、新書とし
て出版することによって、幅広い読者にトラ
ウマへの理解を促すとともに、今後の学際的

トラウマ研究の基礎的資料としての意義を
持つと考えられる。 
 
②東日本大震災の発生に伴い、そのトラウマ
についてもジェンダー視点からのフィール
ドワークや研究を行った。また、震災直後に
は、トラウマへの理解を深めてもらうことや
長期的な復興の過程におけるストレス、トラ
ブルと冷静に向き合うこと等をテーマとし
たブックレットを執筆・出版した。その反響
や、トラウマ・心のケアに対する社会の関心
の高まりを受け、研究会や講演、論文執筆等
の依頼が多くなり、さまざまな形で共同研究
や研究協力を行った。被災地への支援や共感
を継続させ、複雑な復興の過程に長期的に取
り組んで行く土壌作りのためにも、震災トラ
ウマ、復興ストレスとジェンダーについて得
られた成果を今後発展させて行く予定であ
る。 
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